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紫波中央駅前の再開発地区において、町役場、体育・宿泊施設、住宅〜46軒、保育園に対
し、木質チップボイラからの熱・冷熱を供給。暖房・給湯・冷房用途。

3
木質チップボイラ・地域熱供給    紫波オガール地区

追焚保温 床暖房など
輻射暖房

給湯 湯張り

住宅内機能

オガール保育園

(熱供給 非利用)

住宅46軒利用
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町役場への木質バイオマス冷暖房導入が基礎。そのインフラを共通利用し、設備増強+固有
配管で民間・住宅への熱供給を経済的に可に。熱電併給へも発展可。

4
事業範囲と積み上げ関係

役場熱供給
システム一式

発電
追加容量・固有設備

民間事業棟・住宅
各々システム一式

発電
システム一式
(排熱費用も)

役場熱供給
システム一式

積上げ・統合インフラ型 個別型

町長ご発信に共鳴し、住宅全棟を含むオガール地区全体への地域熱供給というビジョンの、技
術的・経済的な全体成立と実現を、公益的・協同的事業主体としての使命と考え推進。

民間事業棟・住宅 追加容量・配管等
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道路舗装前に、温冷水の配管を敷設した。樹脂の断熱配管は、欧で一般的。配管長3.5km
、掘削長1.6km。

5
熱導管
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町中向けのチップ取扱方式:  トラックから地下へ直ダンプ、急角度コンベア、ローダー不要。
但し地下構造は建設費かかる。

6
チップ庫と受入・搬送
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500kWthの木質チップボイラ、吸収式冷凍機が主な温冷熱源。温冷水の蓄熱槽にて需給の
平準化。多数のポンプと配管で、各ユーザー方面毎に制御して送り出す。

7
熱源、主要機器    エネルギーステーション

木質チップボイラ

吸収式冷凍機

蓄熱槽

ポンプと配管群
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敷地内の設備は配管も含めて、家主の所有。熱量計と供給弁のみ会社の資産。家主は機
器を買い取る。ZEHモデル住宅として、補助金の支援。

8
住宅用システム    所有権分界
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紫波町では、材の供給側、熱の利用側ともに町が大きく関与。熱供給は民間事業主体。難
産ではあったが、密な協議・調整を経て、官民の合作とも言える事業が組み立った。

9
事業組立てと官民協働

山林

木材

木材加工場

エネルギー

ステーション

需要家

配管（埋設）

チップサイロ

・間伐材の搬出には町
が補助等を行っている
・国有/町有/私有林
・県内では大規模バイオ
マス発電計画もあり、担
い手律速で逼迫の可能
性

・年間1000トン程
度であれば、長期
で十分に供給可能
・主に間伐の杉と
松食い虫被害木

・町庁舎、民間事業建物、個人住宅（
57区画）。数年かけて建設
・冷暖房及び一部給湯利用
・冬季に暖房需要が最大
・木造だが断熱性能は高い
・冷水はエネステ側で製造/供給

・紫波町農林公社が生産
・燃料用の切削チップ（バーク込）
・チッパーは町が購入（補助利用）
・水分率30%程度に乾燥管理
 (季節平均。25〜35%)
・長期での低価格安定にも町が関
与を約束

・チップの販売主体は町
・紫波町農林公社が運搬
・運搬用に2トントラックを購入
・市街地を通行し、駐車場の横
断も必要。

環境省盛岡信金

・地下式（建設費は高め）
・2トントラックから直接ダンプ
・保管量は25㎥程度。フル稼働時
は休日含めて毎日運搬必要
・ボイラへは自動で搬送
・市街地の中にあり、配慮要

熱

電気

設備と配管に補助事業費融資

・民間事業（紫波GE社）
・建屋はかなりコンパクトだが、
建設費は高騰
・景観協定、デザイン等規制
・敷地511㎡、建屋144㎡。ほぼ
必要最小限度
・通常は無人遠隔運転

木質チップ

・配管所有は紫波GE社（大きな負担と事
業リスクを経験）
・地中埋設（他インフラとの取り合いで深
度1ｍ～2ｍ）
・設計及び補助金交付決定のタイミング
に依存し、他インフラの工事に遅延の影
響が出た
・住宅等小規模施設への供給もあり、配
管の長距離化によるコスト増の要因
・総延長約3キロ、最長では往復約900メ
ートル（放熱ロスに影響）
・耐用年数は約50年を見込み、更新計
画なし

・屋根の太陽光発電
は売電
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紫波町片寄にて、紫波町農林公社がチップ工場を運営しています。元は森林組合のチップ
工場でした。主に2つの利用先(地域熱供給、温泉館)へ熱チップを供給しています。

10
現チップ工場    紫波町農林公社

約70m

約
70m

1,300t/年 (水分30%) (生チップ換算1,820t)
約5,300m3層積/年

チップ生産量

事務
所

丸太
掽積

チップ庫2

!
"
#
庫
%

フォークリフト

丸太10本程度、構内移動･整理
ドラムチッパー

チップ庫1

ローダー

丸太移動･整理

チップ用トラック

チッパー横 丸太置き
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商業施設(宿泊ロビー・給湯、体育館) 、町役場庁舎(冷暖房)。住宅の3つにおよそ同じ比重
で利用されている。加えて保育園が冷暖房利用。

11
供給熱量    利用者別販売量    R2年度

販売熱量
436万
MJ/年

住宅

ホテル・体育館

町役場

保育園

13.4万
ℓ/年 364

t/年

¥1,120万
/年

量 価格

重油換算

CO2

暖房

冷房

風呂給湯暖房

冷房

暖房

冷房

風
呂
給
湯
・暖
房

*時価による
R3年9月末統計

20年で ¥2.5億
お金流出→ 域内

岩手県 およそ¥2,300〜3,000億/年  化石燃料でお金流出
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風呂･給湯は通年の需要。暖房は結果的に大きく、ピークになる。住宅は軒数増え中。
1月で7割強のチップボイラ稼働率。

12
供給熱量    月別販売実績

(kWh熱/月)

(月)

暖
房

給湯

冷
房

H28H26

町役場

住宅
(暖房・給湯)

熱

"
#
$
#

H27

1軒 32軒

H29 H30

ホテル・体育館

保育園

住宅
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400kWe x2の発電とともに、配管接続した2つの温泉ホテルに熱を供給し、暖房・冷房・給湯
・温泉加温などに使っている重油・灯油を置換える。

13
木質チップ ガス化・ガスエンジン熱電併給    気仙沼

事業主体: 
気仙沼地域エネルギー開発株式会社

プラザホテル ホテル観洋

ガス化炉

ガスエンジン

重油 約 ¥5-6千万/年 →減らす
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熱導管は崖面を上がり、また道路縁の地中から隣の丘を登る。それぞれ温水の1回路(管2
本)。約550m掘削長、1,100m管長。

14
地域熱供給配管    気仙沼 2つのホテルへ

道路縁の掘削

冷却塔裏 (観洋)

崖を上がる管 (プラザ)
熱導管ルート

リアス
の森
BPP

プラザ
ホテル

ホテル
観洋



©紫波グリーンエネルギー 15
目次

2 ESCoの普及力・作り込み

3 重油ボイラ焚き減らし 地域面的導入へ向け

4 経験からのまとめ

1 地区熱供給



©エネ技地ンター

ユーザー個々には対応できなかったリスクや実務、専門性につき、地域エネルギーサービス
の主体を作る事でノウハウを取入れ集中し、継続的に導入〜運用する体制としていく。

16
地域エネ会社の役割    事業モデル

事業者が
リスクを取る

設備の保証と燃料
安定供給の保証

ユーザーが
リスクを取る立場

実現の様々な障害 

金融・
経済面

主体構成、
契約面

技術設
計面

運用保
守面

包
括
内
容

燃料品質、
安定供給面

補助金、
クレジット等

個別の設備売買 エネルギーサービス (ESCo)

機器←メーカー

工事←工事会社

保守←自己責任
        発生都度支払

資金←自己資金
           or 別途借入

採算←事前の
           机上単純計算

リスク←ユーザー負担、
      業者は責任外出し

全体をプロ事業者
が責任取りまとめ

= インテグレーター

地
域
'
(
)
*
+
,
+
-
.
社

"
#
$
#
事
業
所

サービス料金

サービス契約
(15〜20年など)

国など 補助

地域金融
機関

長期融資

返済

従
来
設
備
%

&
'
消
費

新
機
器
%

消
費

省エネ効果の
最低保証

証書等購入者

-
.
!

/
0
1
2
3

4
5
6
7
&
'
証
書
等

初期資金を外
部から準備

経済制度の全活
用

長期
性能保証

メンテナンスで
劣化予防

設備設置
設備利用
燃料供給

個人・
市民など 分配

出資

送電会社
余剰/全量売電
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地域に存在する小規模な「機会」(資源)を集めて、地域としてまとまった取組にする。
太陽光発電は38の保育園・公民館の屋根へ。自家消費+余剰売電のPPA、20年契約。

17
初めの地域エネ事業    長野県飯田市    太陽光オンサイトPPA 2005〜

以前はNPOが寄付集めて年1件の太陽光発電。エネサービス(ESCo)の事業モデルを始めて
一気に進んだ。事業資金は市民出資+補助金 ¥3.5億。省エネ12か所と併せ1つの会計。

おひさま進歩エネルギー
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エネルギーサービス*はユーザーに代わって設備投資や運用をし、普及ハードルを大きく下げま
す。小中規模×件数の事業群が、地域においても実現できます。

18
「地域ぐるみ」案件展開    市民出資プロジェクトの実施例

名称 事業内容

太陽光発電 38か所
(保育園、公民館等屋根)
省エネルギー 12か所
(美術博物館、店舗等)

営業者
出資額

(事業費)
南信州
おひさま
ファンド

募集年 出資区分出資者数

おひさま進歩
エネルギー(株) 2005年 2億150万円

(3.5億円) 460人

• A号 1,500口 (10万円、
10年、2.0%、優先分配)

• B号 103口 (50万円、
15年、3.3%、劣後分配)

省エネルギー 11か所
(市役所・支所、民間事業所)
木質ストーブ 23か所
太陽熱温水 2か所

備前みどり
のエネルギ
ーファンド

備前グリーン
エネルギー(株) 2006年 1億880万円

(3.5億円) 396人

• A号 915口 (10万円、
10年、2.1%、優先分配)

• B号 193口 (50万円、
15年、2.6%、劣後分配)

太陽光発電 106か所
(備前17か所、南信州89か所)
省エネルギー 10か所
太陽熱温水 1か所
木質ボイラ 1か所
木質ストーブ 17か所
風力発電 1か所(出資)

温暖化防止
おひさま
ファンド

おひさまエネル
ギーファンド

(株)

2007〜2008
年

4億3430万
円

(8.6億円)
653人

• A号 2708口 (10万円、
10年、2.1%、優先分配)

• B号 303口 (50万円、
15年、2.6%、劣後分配)

• C号 5口 (240万円、15年、
5〜10%、最劣後)

太陽光発電 11か所
(小学校、公民館、駅)

紫波ゆめあ
かりファンド

紫波グリーンエ
ネルギー1号フ
ァンド(株)

2013〜2014
年

8210万円
(3.5億円) 62人

• A号 231口 (10万円、
10年、2.1%、優先分配)

• B号 38口 (50万円、
17年、3.0%、劣後分配)

• C号 5口 (240万円、15年、
5〜10%、最劣後)

太陽光発電1か所
(町有地)

加美ソーラー
夢ファンド

加美グリーンエ
ネルギー(株)

2014〜2015
年

1580万円
(1.5億円) 27人

• A号 43口 (10万円、
10年、2.2%、優先分配)

• B号 23口 (50万円、
19年、3.36%、劣後分配)

*ESCo、PPA、HPAなど、同様の効能含む事業モデル
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盛岡信金ら三者合弁で、事業所や家庭向けの環境エネルギーの設計・導入・運用サービス
会社を設立しました。

19
地域エネルギー会社設立    環境エネルギー普及(株)

紫波グリーンエネルギーはその子会社、
より地元での保守運用・雇用を

0 500 1000 1500 2000 2500 3000

預金

運用

(億円)

貸出金
現金・
預け金

有価証券

預貸率 51%

地域で未活用 約¥1,300億

盛岡信用金庫 R2. 3月
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Euで普及する木質バイオも、日本ではこれまで高くつき民間採算で進んでいない。設備工事
×材の合わせ改善で打開へ。材のインフラと小規模工事の分解で、3〜4倍改善を目指す。

20
日本の木質バイオマス費用    木質チップ・熱利用

設
備
*工
事
費

木材・燃料費

日本の
現状
(典型)

Euの
普及状況

13,0008,0000 (円/t)

(水分30%換算、
切削チップ、到着)

(万円/kW)
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欧米の水準に比べ、日本は3倍近くかかっている。中身を分解しながら、あるべき姿を実績と
して作る必要。

21
熱導管の費用    日本と海外

配管費用全体

土木工事
土木工事

配管

配管

¥0

¥10,000

¥20,000

¥30,000

¥40,000

¥50,000

¥60,000

¥70,000

¥80,000

¥90,000

日本 オレゴン

[円／m]

欧米

アスファルト切断 アスファルト切断

掘削・埋め戻し 掘削・埋め戻し
埋め戻し砂 埋め戻し砂

アスファルト
舗装

アスファルト
舗装

残土処理
残土処理

諸経費

¥0

¥5,000

¥10,000

¥15,000

¥20,000

¥25,000

日本 オレゴン

[円／m]

土木工事費用

欧米

敷設工事

敷設工事

継手工事

導管材料費

導管材料費

継手材料費

継手材料費

¥0

¥10,000

¥20,000

¥30,000

¥40,000

¥50,000

¥60,000

日本 オレゴン

[円／m]

配管費用

欧米

出典: サステナジー調べ、事例ベース
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次を設計するのであれば、いくつかの面は、あるべき姿やEu現実例を把握した上で、戦略を
持って取り組みたい。

22
事後論点    地域熱供給
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公益的なインフラ事業につき、より長期に亘っての運営継続の安定さを重視して、事業を会
社分割し、第三セクターに改組

23
地域熱供給事業 分割と承継    三セク化 
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岩手県 木質バイオマスエネルギー利用展開指針    R5.3月〜

林野庁
森林・林業基本計画 R3.6月
(ア)未利用材活用やカスケード
利用を基本としつつ、エネル
ギー変換効率の高い熱
利用・熱電併給につき
地域内での利用を推進
する。また、全木集材による枝
条等の活用、未利用材の効率
的な運搬収集システムの構築、
燃料品質の向上などを通じて
燃料材の安定供給を目指す。
(イ)森林資源の保続を担保す
る観点から、次のとおり取り組
む。
a FIT制度における事業計画認
定に伴う事前確認について、
都道府県林務部局が、既存需

要との競合だけでなく、地域に
おける森林資源の保続を確認
できるようにする。
b 不適正な伐採がなされた木
材の利用を防止するため、木
質バイオマスの証明として、伐
採造林届出が市町村森林整備
計画に適合している旨の通知
を活用する。
c 燃料材供給者との連携を図り
つつ、発電事業者等が、燃料
用途としても期待される早生樹
の植栽等を行う実証事業を進
める。
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2つの老人福祉施設では、暖房・給湯・風呂のために重油をボイラで焚いていました。が、そ
れぞれ木質由来の熱に変えることを意思決定し、本プロジェクトに参加しました。

26
先進熱ユーザーとの出会い

百寿の郷(紫波) 新建屋
ゆうゆうの里(石鳥谷) 新建屋(右)

細川 博明 理事長 と私

R3より木質の熱電併給・熱利用が開始。

重油消費量 約8万ℓ/年
              ≒ ¥840万/年

重油消費量 約9万ℓ/年
              ≒ ¥940万/年

似
内 

裕 
前
理
事
長

「これからの持続可能な社会の形成には化
石燃料への依存は低減していくのが望まし
いが、時代がそれについていっていない。
この度の話はそれへの具体的な取り組みと
なれる。
ゆうゆうの里の事業理念にも合致する。
率先導入でその道を支援していきたい。」

「これからの子供たちに暮ら
しやすい環境を残すことは
大人の責任だと思う。今回
の設備はSDGｓにも資する。
子供たちに目に見えるかた
ちで示せる良いモデルであ
り、環境教育の場になれた
らと思っています。」

佐
藤 

昭
太 

事
務
長

20年で ¥3.4億 (2件)
お金流出→ 域内
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事業所(特にお湯を使う場所)では、ボイラで重油や灯油、ガス等を焚いていることが多いです。
これを木質由来の熱で置換え、化石燃料の消費をやめていきます。

27
化石燃料消費と置換え    日毎の重油消費量 百寿の郷例
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(ℓ/日)

O
月
Q
日

S
月
31
日

木質 ガス化熱電併給(CHP)

木質 チップボイラ

重油

熱
需
要(

重
油
相
当)

木質由来の熱を作るのに、ガス化熱電併給とチップボイラという2種の技術を組み合わせる
のが、最もエネルギーを有効活用する方法。

グラフ先端: 従来の重油消費量

グラフ色分け: 対策後の熱の供給元
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2つの木質の熱源機を使います。発電機からは余熱を取込み、チップボイラは燃焼で熱を作
ります。木質チップはそれぞれに適したものを、乾燥させながら使います。

28
木質熱の機器構成    チップの流れ、熱の流れ

チップトラック

ガス化CHP

チップ受入口チップ乾燥機
チップ庫(ガス化)

蓄熱槽

>
?
@
A
B
A

合成ガス
電気

熱

電力系統へ

熱(温水)
機械室へ

C
D
E
F
G
H

熱

チップ庫(ボイラ)

ボイラ用
熱チップ

中型(増トン)
10〜15m3積

水分30%

チップ
水分<10%

水分50%
(当面)

ガス化
発電用

電チッ
プ

バイオ
マス
証明

(内部)

*Combined Heat & Power: 熱電併給
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施設内に熱を配って回って冷めた水に、木質の熱を与えてから重油ボイラに還します。一方
で木質側の温水流量は適宜絞り、温度を下げて蓄熱槽に戻します。ガスエンジンの冷却に。

29
熱供給の構成    温度調節と自動制御

重油ボイラ

蓄熱槽

温度調節･送水制御盤
デジタル指示調節計

熱交換器
温度
センサ

電動調節弁蓄熱槽、熱供給ポンプ

熱利用

風呂
昇温

給湯

暖房

元
"
流
れ

新たな流れ

木質熱で
先に加温

熱いのが還って
くると重油が
焚かれない

ぬるいのが
還ってくると
重油を焚く

流量を
ちょうど
に調節

信号線を
通じて制御
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重油等のボイラを9割以上焚き減らす(休ませる)ため、古くなったボイラの台数を減らしたり、
更新が回避できるようになり、メンテナンス費用の削減が見込まれます。

30
3.ボイラ更新の回避メリット    化石燃料ボイラの大幅焚き減らし

百寿の郷 重油ボイラ (2台中1台)

重油ボイラ 一台撤去

ゆうゆうの里 重油ボイラ 二台

重油ボイラ更新(新品交換)
費用例: ¥800〜1,000万/台

木質の機器のメンテナンス時や、冬のピーク熱需要に備えて、既存の重油ボイラ等は1台を
活かしたままスタンバイします。木質機器が仮に壊れても熱利用は問題なくできます。
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機器･設備の「稼働の確保」は大手に請負責任で任せず、自己責任化しました。専門家の指
導を仰ぎながら、選定･調達〜組立･配線･試運転調整など、一部設計･工事に分担参画。

31

乾燥機の試運転調整

チップ掻き寄せ機の組立

管工事の一部変更改修

ガスエンジンの保守

ガス化炉頂部の調整

事業主体による自前工事    機器･設備周り

岩手大学卒



©紫波グリーンエネルギー

エネ技仲間

従来は大都市の大きい工事会社に頼んでいたような仕事を、地域内で工事や保守が直接行
えるよう、体制や能力を築いてきました。地域に仕事が増え、先導的ノウハウも貯まります。

32
地域の工事や保守運用仕事    地域内での実行体制    百寿の郷例

運用メンテ地域内工事体制 (これまでの例)

電気工事

O電気
(紫波)

管工事

Mエンジニアリング
(矢巾)

建屋

H工務店
(紫波)

紫波グリーン
エネルギー

• エネルギー機器、主要部材の調
達・支給

• 詳細設計
• 工事管理(協同)、現場施主指示

• 施主による取りまとめ責任

エネ技仲間/
エネ技地ンター

紫波グリーン
エネルギー

機器メーカー

• 商社や大都市系工事
会社等にできるだけ頼
らない

• 直に技術の詳しい人と
の関係
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当社は事業主体として資金調達し初期投資をし、チップや保守運用も自己費用で賄います。
熱ユーザー殿は、今の重油等の代金を、木質の熱に払い先を変えていただくイメージです。

33
契約関係    ESCo型(エネルギーサービス)    熱買取契約(HPA*)

!
"
#
$
主
体

(

紫
波
2
3
+
4
'
()

熱供給契約(20年)

国など 補助

地域
金融機関

長期融資

メンテナンスで
劣化予防

設
置

燃
料
供
給

熱
利
用

市民
出資

金融・
経済面

主体構成、
契約面

技術設
計面

運用保
守面

包
括
内
容

燃料品質、
安定供給面

補助金、
クレジット等

熱料金

返済

分配

長期性能維持

地域民間資金

プロジェクト実務
詰め・まとめ

1

2

4
供給体制
協働

3

・木質熱供給

森林整備

紫波町
農林公社

東北電力

電
気

40kW
低圧連系
全量売電
(FIT)

90〜100kW
70〜85ºC等

熱
(
"
)
"
殿

熱ユーザー殿には、木質の熱を、重油相当の単価で、長期に亘り提供します。
当社は売電+熱販売の両面で採算を作り、熱の競争価格を実現。

二和木材

*太陽光発電等の自家消費用 
電力買取契約 =PPA
(Power Purchase Agreement)
の熱 (Heat)版
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個別には経済的に難しい、木という再生可能エネルギーの利用を、地域で複数件の事業所
と歩調を合わせることで可能にします。地域の脱炭素化を地域協働の力で、が趣旨です。

34
地域ぐるみの展開像    紫波郡･石鳥谷シリーズ

熱

熱+
冷熱

熱

利
用
'
(
)
*
+

供
給
9
4
:
;

オガール地域熱供給

熱+
冷熱

熱+
電気

老人福祉施設
2件
百寿の郷
ゆうゆうの里

H26〜これまで R2〜3 R4〜6頃

地域内工事チーム
(核作りを試行) 地域内工事体制

(詳細設計・部材指定→適正費用依頼)

木
材
土
場
)乾
燥
場

移
動
.
/
0
1
等

チップ調製・供給インフラ

3
4
化
発
電
用

.
/
0
1
9
温
風
乾
燥

ラ・フランス温泉館

工
事
体
制

地域熱供給の実績会社に
一括委託
及び
公共調達での一括委託

熱+
電気

熱+
電気 熱+

電気

熱+
電気

熱+
電気

冷熱
+電気

地域内各温泉
病院・老健施設など
冷蔵・冷凍施設など
公共+民間

温
風
乾
燥
併
設

行
政
主
導(

負
担)

O

初
期
R
打
T
立
V

民
間
資
金
O
R
設
備
強
化

→

自
立
経
済
性
a

b
c
d

機
能
実
現

i
?
j
掌
握

チップ
(30%水分)
約1,300t/年

チップ
(50%水分換算)
約530t/年・か所

チップ
(50%水分換算)
約5,300t/年
小5か所+中1か所

熱+
電気

設
計
n
o
R

i
?
j
低
減

一定の件数・量的利用と、コストダウンを
進め、行政負担→民間責任の体制へ。



©紫波グリーンエネルギー

チップ輸送は3日に1回(〜冬は2回)です。環境負荷・輸送費用から、近距離で行うのが何より
です。石鳥谷は片寄チップ工場が近いです。

35
近距離での木質活用    熱ユーザー可能性    石鳥谷の例

ゆうゆうの里

片寄チップ工場

森孵卵場

宝陽病院

いしどりや荘

宝寿荘・
ほうじゅの郷

ひとひら

石鳥谷医療センター
・保健センター

8.2
km

 11
分

丸大食品
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地域で熱を共同で利用することで、低級なエネルギー需要に対して高級なエネ資源を費やし
ている現状を改め、持続可能な、地域資源を有効活用できるようにする。

36
地域熱供給の意義    熱エネルギーインフラ

エネルギーの質の考え方 エネルギー需要

エ
ク
セ
ル
ギ
"(

概
念
軸)

気温

熱

電気、動力

化学

暖房・給湯

百ºC〜

混合物

千ºC〜

精製物

熱はエネル
ギーの墓場

宇宙へ
赤外線放射

高級

エネルギー資源

数十ºC 冷房

冷蔵

照明、家電仕事

調理、蒸留酒

産業用途

冷凍

自動車、重機、農機
風力発電、太陽光(熱)発電
他再エネ発電

ガソリン、軽油
灯油、LPガス
(圧縮水素)

ロケット
(自動車エンジン)
(ディーゼル発電機)

(バイオガス)
木質チップ・薪

(集約された)排熱

集光型高温太陽熱

地域のエネ資源の元

風
波、潮
太陽光(光起電)

日射の温かさ、風の涼しさ

生ごみ、糞尿、有機廃棄物

木材、端材・廃材

工場排熱、発電機排熱

ごみ焼却排熱

集め、加
工・乾燥

分別、集め、発酵・分離

太陽光(熱)集熱

高度集熱

高
度
集
熱

従来個々には使いえなかった、低質な熱エネルギー資源を、
一手間かけて使えるようにするのが、地域熱供給の本質。

未
利
用
熱
源

共
通
性
の
高
い

低
級
熱
需
要

地域熱供給網

アップグレード

太陽熱温水
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ESCo型 木質熱供給    経験よりの戦略・指針

• ESCo業とは≒採算作り ≒ 初期費用のコストダウン
                       (膨張は最大リスク)

• 地域ESCo会社 ≒ スーパー実務屋

• 自社で可能な限り 設計・調達・工事に関与

Ø 小規模から積み上げる経験値

• 地域内 複数件展開で学習効果


